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一 

 

ク
シ
ャ
ミ
が
出
た
と
き
「
誰
か
が
噂
を
し
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
今
も
私

達
の
日
常
の
な
か
に
生
き
て
い
る
俗
信
で
あ
る
が
、
そ
の
由
来
と
な
る
と
極
め

て
古
い
も
の
が
あ
る
。
小
論
で
は
、
中
国
を
中
心
と
し
て
関
連
す
る
資
料
を
通

覧
し
、
併
せ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
イ
ン
ド
、
さ
ら
に
は
日
本
に
つ
い
て
も
一
瞥
し

て
み
た
い
と
思
う
。 

二 

 

中
国
に
お
い
て
は
、
ク
シ
ャ
ミ
の
俗
信
は
最
古
の
詩
集
『
詩
経
』（
前
九
～
七

世
紀
頃
）
に
ま
で
遡
り
、
し
ば
し
ば
学
者
や
文
人
の
著
述
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
邶は

い

風
「
終
風
」
の
詩
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。 

 

す
で終

に
風
ふ
き
且
つ

く
も曀

る
（
終
風
且
曀
） 

 

風
が
吹
き
日
が
く
も
る 

日
は
れ
ず
し
て

ま
た有

曀
る
（
不
日
有
曀
） 

 
 
 

晴
れ
も
せ
ず
く
も
る
ば
か
り 

さ寤
め
て

こ
こ言

に
い寐

ね
ら
れ
ず
（
寤
言
不
寐
） 

 

め
ざ
め
て
は
ね
つ
か
れ
も
せ
ず 

お
も願

う
て

こ
こ言

に
則
ち

く
さ
み

嚔

す
（
願
言
則
嚔
）  

 

お
も
い
わ
び
く
さ
め
を
は
な
つ

（
１
） 

 

こ
こ
に
詠
わ
れ
た
ク
シ
ャ
ミ
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
詩
句
か
ら
は
明
ら
か

で
な
い
け
れ
ど
も
、
後
漢
の
鄭
玄
（
一
二
七
～
二
〇
〇
）
は
箋
注
で
次
の
よ
う
に

解
説
す
る
。 

 

我 

其
れ
憂
悼
し
て
寐
ぬ
る
能
は
ず
、
汝 

我
を
思
ひ
て
心

か
く是

の
如
け
れ

ば
、
我
は
則
ち

く
さ
め

嚔

す
る
な
り
。
今 

俗
人
の
嚔
し
て
「
人 

我
を

い道
ふ
」
と

云
ふ
は
、
此
れ

い
に
し
へ

古

の
遺
語
な
り

（
２
）

。 

 

つ
ま
り
、
二
世
紀
の
後
漢
の
人
々
は
、
ク
シ
ャ
ミ
を
す
る
と
現
在
の
私
達
と

同
じ
よ
う
に
、「
誰
か
が
私
の
噂
を
し
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ

れ
は
こ
の
『
詩
経
』
の
詩
が
詠
わ
れ
た
時
代
に
お
い
て
、
す
で
に
そ
う
だ
っ
た
、

ク
シ
ャ
ミ
の
俗
信 

岡 

田 
 

充 

博 
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と
い
う
わ
け
で
あ
る
。 

 
こ
の
俗
信
は
、
唐
代
で
は
幾
分
形
を
変
え
て
伝
わ
っ
て
も
い
た
よ
う
で
、
李

匡
乂
『
資
暇
集
』
は
巻
下
「
嚔
呪
」
に
次
の
よ
う
に
言
う
。 

 

今
の
人
は
ク
シ
ャ
ミ
を
す
る
た
び
に
、
必
ず
自
ら
求
め
る
と
こ
ろ
を
祈

願
し
て
然
々
と
い
う
。
調
べ
て
み
る
と
、『
詩
経
』
邶
風
の
「
終
風
」
篇
の

注
に
「
願
は
思
と
同
義
、
言
は
我
と
同
義
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
人
が
自

分
の
こ
と
を
思
う
と
、
自
分
は
そ
れ
に
ク
シ
ャ
ミ
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
」

と
い
う
。
鄭
玄
は
さ
ら
に
「
古
の
遺
語
な
り
」
と
説
き
、「
ク
シ
ャ
ミ
を
す

る
た
び
に
『
人
が
私
の
こ
と
を
噂
し
て
い
る
』
と
言
う
の
は
、
他
人
が
自

分
の
こ
と
を
噂
す
る
と
ク
シ
ャ
ミ
が
出
る
と
考
え
る
か
ら
だ
」
と
す
る
。

こ
れ
は
正
に
「
願
言
」
の
意
を
得
た
も
の
で
、「
呪
願
」
の
「
願
」
で
は
な

く
、「
語
言
」
の
「
言
」
で
も
な
い
。
今
の
人
が
自
ら
祈
り
願
う
の
は
、『
詩

経
』
の
句
の
誤
解
に
よ
る
も
の
で
あ
る

（
３
）

。 

 

『
詩
経
』
の
原
義
に
遡
っ
て
の
議
論
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
李
匡
乂
に
『
詩

経
』
の
誤
解
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
、
当
時
の
習
俗
が
興
味
深
い
。
唐
代

の
人
々
は
、
ク
シ
ャ
ミ
を
す
る
と
願
い
事
を
唱
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

時
代
を
降
っ
て
宋
代
に
な
る
と
、
詩
作
品
に
も
ク
シ
ャ
ミ
の
俗
信
が
歌
い
込

ま
れ
て
い
る
。
北
宋
・
梅
尭
臣
『
宛
陵
集
』
巻
一
三
の
「

お
も願

ひ
て
嚔
す 

上
辛
の

祈
穀
に
献
官

た為
り
（
願
嚔 

上
辛
祈
穀
爲
獻
官
）
」
詩
に
、
「
我
は
今 

泰
壇
の
下
に
斎
寝

し
、

わ

び

侘
傺
し
く
願
ひ
嚔
す 

朱
顔
の
妻
を
（
我
今
齋
寢
泰
壇
下
、
侘
傺
願
嚔
朱
顔
妻
）
」

（
『
宛
陵
集
』
巻
一
三
）
の
句
が
、
蘇
軾
の
「
元
日 

丹
陽
に

よ
ぎ過

り 

明
日
の
立
春
に

魯
元
翰
に
寄
す
（
元
日
過
丹
陽
明
日
立
春
寄
魯
元
翰
）
」
詩
に
は
、
「
白
髪 

蒼
顔 

誰

か
肯
へ
て
記
さ
ん
、
暁
来 

頻
り
に
嚔
す
る
は
何
人
の
為
な
ら
ん
（
白
髪
蒼
顔
誰
肯

記
、
曉
來
頻
嚏
爲
何
人
）
」（
『
東
坡
全
集
』
巻
五
、
『
東
坡
詩
集
注
』
巻
二
二
）
の
句
が
見

え
る
。
ま
た
黄
庭
堅
の
「
薛
楽
道 

南
陽

よ自
り
来
り
て
都
に
入
る 

留
宿
会
飲
し

詩
を
作
り
て
餞
行
す
（
薛
樂
道
自
南
陽
來
入
都
留
宿
會
飲
作
詩
餞
行
）
」
詩
に
も
、

「

觴
さ
か
づ
き

を
挙
げ
て
遙
か
に
我
に
酌
め
ば
、
嚔
を
発
し
て
頌
さ
る
を
知
ら
ん
（
舉
觴

遥
酌
我
、
發
嚏
知
見
頌
）
」（
『
山
谷
集
』
外
集
巻
一
）
と
あ
る

（
４
）

。 

 

ク
シ
ャ
ミ
の
俗
信
に
関
す
る
宋
代
の
考
証
と
し
て
は
、
洪
邁
『
容
斎
随
筆
』

巻
四
に
「
噴
嚏
」
が
あ
り
、
「
終
風
」
と
鄭
箋
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。 

 

今
の
人
は
ク
シ
ャ
ミ
が
止
ま
ら
な
い
と
、
必
ず
ツ
バ
を
吐
き

ま
じ
な

呪

い
を

し
て
「
誰
か
が
私
の
噂
を
し
て
い
る
」
と
言
い
、
婦
人
が
最
も
甚
だ
し
い
。

「
終
風
」
の
詩
を
調
べ
て
み
る
と
、「
寤
め
て
言
に
寐
ね
ら
れ
ず
、
願
ひ
て

言
に
則
ち
嚔
す
」
と
あ
り
、
鄭
玄
の
箋
注
に
「…

（
略
）…

」
と
い
う
。
そ

れ
で
こ
の
風
習
が
古
く
か
ら
有
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る

（
５
）

。 

 

こ
の
ほ
か
宋
・
闕
名
（
『
説
郛
』
は
宋
の
邢
凱
の
撰
と
す
る
）
の
『
坦
斎
通
編
』
に

は
、「
人
の
日
常
の
談
話
に
は
、
基
づ
く
と
こ
ろ
が
有
る
こ
と
が
多
い
。
ク
シ
ャ

ミ
な
ど
は
、
『
詩
経
』
「
終
風
」
の
「
願
ひ
て
言
に
則
ち
嚔
す
」
に
よ
る
」
と
あ

る
（
６
）

。 

 

ま
た
宋
・
馬
永
卿
『
嬾
真
子
録
』
巻
三
に
も
こ
の
俗
信
に
つ
い
て
述
べ
た
一

文
が
あ
り
、
「
終
風
」
の
詩
を
引
い
た
後
、
『
漢
書
』
芸
文
志
に
「
嚔
耳
鳴
雜
占

十
六
卷
」
と
あ
る

（
７
）

こ
と
を
指
摘
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
そ
う
で
あ
れ
ば

ク
シ
ャ
ミ
や
耳
鳴
り
に
も
皆
な
吉
凶
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
今
は
こ
の
術
は
滅
ん

で
し
ま
っ
て
い
る

（
８
）

」
。
し
か
し
、
漢
代
の
占
い
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
も
の

の
、
実
は
宋
代
に
も
ク
シ
ャ
ミ
占
い
は
行
わ
れ
て
い
た
。
陳
元
靚
『
（
新
編
群
書

類
要
）
事
林
広
記
』
巻
九
の
巻
五
・
讖
候
玄
機
に
は
、
『
占
噴
嚔
経
』
な
る
書
か

ら
の
次
の
よ
う
な
引
用
が
あ
る
。 

〔
ク
シ
ャ
ミ
が
出
る
の
が
〕
子
の
日
で
あ
れ
ば
酒
食
の
も
て
な
し
が
あ
り
、
丑
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の
日
で
あ
れ
ば
専
ら
憂
い
や
疑
い
事
ば
か
り
。
寅
の
日
で
あ
れ
ば
外
の
世

事
が
あ
り
、
卯
の
日
で
あ
れ
ば
大
吉
。
辰
の
日
で
あ
れ
ば
婚
礼
の
集
ま
り

に
吉
、
巳
の
日
で
あ
れ
ば
言
い
争
い
に
終
始
す
る
。
午
の
日
で
あ
れ
ば
喜

び
事
に
吉
、
未
の
日
で
あ
れ
ば
事
も
な
く
尋
常
。
申
の
日
で
あ
れ
ば
た
だ

平
々
凡
々
、
酉
の
日
で
あ
れ
ば
来
客
が
あ
る
。
戌
の
日
で
あ
れ
ば
女
性
に

思
わ
れ
、
亥
の
日
で
あ
れ
ば
思
っ
て
い
る
人
が
い
る

（
９
）

。 

 

他
に
も
元
・
陶
宗
儀
『
説
郛
』
巻
一
〇
九
下
に
は
、
宋
・
俞
誨
『
百
怪
断
経
』

の
「
嚏
噴
占
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
一
文
が
載
る
。 

 

子
の
時
な
ら
、
酒
食
を
主
と
す
る
。
丑
の
時
な
ら
、
女
の
思
い
を
主
と

す
る
。
寅
の
時
な
ら
、
女
の
相
い
和
す
る
を
主
と
す
る
。
卯
の
時
な
ら
、

財
の
喜
び
を
主
と
す
る
。
辰
の
時
な
ら
、
酒
食
を
主
と
す
る
。
巳
の
時
な

ら
、
人
が
財
を
も
た
ら
す
を
主
と
す
る
。
午
の
時
な
ら
、
客
人
の
来
訪
を

主
と
す
る
。
未
の
時
な
ら
、
酒
食
を
主
と
す
る
。
申
の
時
な
ら
、
不
利
益

に
驚
く
を
主
と
す
る
。
酉
の
時
な
ら
、
文
人
の
来
た
り
求
め
る
を
主
と
す

る
。
戌
の
時
な
ら
、
和
合
を
主
と
す
る
。
亥
の
時
な
ら
、
吉
利
を
主
と
す

る
（
１
０
）

。 

 

先
の
『
占
噴
嚔
経
』
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
文
章
も
整
っ
た
形
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
「
嚏
噴
占
」
は
、
清
・
李
光
地
等
『
月
令
輯
要
』
巻
二
四
・
時

刻
令
・
占
験
の
「
嚏
噴
」
に
も
引
か
れ
て
お
り
、
消
え
去
っ
た
訳
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。 

 

ク
シ
ャ
ミ
に
関
す
る
学
術
的
考
証
に
戻
る
と
、
時
代
を
降
っ
て
明
の
郎
瑛
『
七

修
類
稿
』
続
稿
巻
六
・
事
物
類
「
噴
嚏
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

『
詩
経
』
に
「

お
も願

ひ
て

こ
こ言

に
則
ち
嚔
す
」
と
い
う
句
が
あ
っ
て
、
注
に

は
「
汝
が
心
の
我
を
思
へ
ば
則
ち
嚔
す
る
な
り
」
と
あ
る
。
今
の
人
が
ク

シ
ャ
ミ
を
し
て
「
誰
か
が
噂
し
て
い
る
」
と
言
う
の
に
は
、
ど
う
し
て
謂

れ
が
無
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
漢
代
に
『
嚔
耳
鳴
雑
占
』
十
六
巻

の
書
が
あ
り
、
蘇
東
坡
に
「
暁
来 

噴
嚔
す
る
は
何
人
の
為
な
ら
ん
」
の
詩

句
が
あ
っ
て
、
来
歴
た
る
や
実
に
遠
い
の
で
あ
る
。
先
頃
、
『
柳
氏
旧
聞
』

の
ク
シ
ャ
ミ
の
一
記
事
を
見
た
と
こ
ろ
、
本
来
の
正
し
い
意
味
と
は
言
え

な
い
け
れ
ど
も
、
贅
言
と
し
て
付
け
足
せ
ば
、
お
笑
い
種
と
は
な
る
も
の

で
あ
っ
た
。 

 

唐
の
玄
宗
は
弟
達
を
愛
し
、
あ
る
日
、
寧
王
と
共
に
食
事
を
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
寧
王
が
噎
せ
て
、
食
べ
物
を
玄
宗
皇
帝
の
髭
に
噴
き
溢
し
て
し

ま
っ
た
。
寧
王
は
驚
き
恥
じ
入
っ
て
心
安
か
ら
ず
、
玄
宗
も
ま
た
不
機
嫌

に
な
っ
た
。
す
る
と
お
側
に
い
た
黄
幡
綽
が
言
っ
た
、「
こ
れ
は
噎
せ
た
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
『

フ
ン
テ
イ

噴

帝
（

フ
ン
テ
イ

噴

嚔
つ
ま
り
ク
シ
ャ
ミ
）
』
で
ご
ざ
い
ま
す
」

と
。
帝
は
喜
ん
で
冗
談
を
飛
ば
し
、
「
幡
綽
は
佞
臣
な
の
か
」
と
言
っ
た
。

す
る
と
黄
幡
綽
も
ま
た
「
臣
は
御
上
が
臣
の
こ
と
を
思
っ
て
下
さ
る
の
を

知
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、『
願
ひ
て
言
に
則
ち
嚔
す
る
』
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」

と
応
え
た
。
帝
は
大
層
喜
ん（

１

だ１
）

。 

 

「
噴
帝
」
の
逸
話
を
載
せ
る
『
柳
氏
旧
聞
』
に
つ
い
て
は
、『
宋
史
』
巻
二
〇

六
・
芸
文
志
・
小
説
類
に
「
柳
氏
小
説
舊
聞
六
卷
、
柳
公
權
撰
」
と
あ
り
、
唐

の
柳
公
権
の
筆
に
成
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
現
在
、『
小
説
旧
聞
記
』

と
題
し
て
『
説
郛
』
本
一
巻
、『
唐
人
説
薈
』
本
一
巻
な
ど
が
伝
わ
る
が
、
偽
書

と
疑
わ
れ
、
こ
の
話
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
こ
の
話
は
、
明
・
徐
伯
齢

『
蟫
精
雋
』
巻
九
「
噴
嚏
」
に
も
載
り
、
出
典
は
同
じ
く
『
柳
氏
旧
聞
』
と
な

っ
て
い
る
。 

 

こ
の
他
、『
永
楽
大
典
』（
明
・
解
縉
等
勅
命
編
）
の
巻
一
四
一
二
四
・
四
霽
に
は
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「
嚔
」
の
項
目
が
あ
り
、
多
く
の
記
事
を
抜
粋
掲
載
す
る
。（
本
稿
執
筆
に
当
た
っ

て
参
照
し
、
参
考
に
な
っ
た
。
） 

 

ま
た
学
術
的
な
考
証
で
は
な
い
が
、
明
代
で
は
劉
侗
・
于
奕
正
『
帝
京
景
物

略
』
が
、
巻
二
・
城
東
内
外
・
春
場
に
次
の
よ
う
な
習
俗
の
記
事
を
載
せ
て
い

る
。  

正
月
の
元
旦
、
五
更
（
夜
明
け
前
）
の
太
鼓
が
鳴
る
時
刻
に
は
、
仰
臥
せ

ず
に
ク
シ
ャ
ミ
を
し
、
ク
シ
ャ
ミ
を
し
た
ら
急
い
で
立
ち
上
が
り
、
衣
服

を
着
る
暇
も
な
い
こ
と
さ
え
あ
る
の
だ
が
、「
仰
臥
し
て
ク
シ
ャ
ミ
を
す
る

と
病
気
に
な
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
仰
臥
せ
ず
に
話
し
て
い
る
と
、
戸

外
に
呼
び
声
が
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
応
答
は
し
な
い
。「
呼
ぶ
者
は
、
幽

鬼
だ
」
と
い
う
。

… （
１
２
） 

 

清
代
に
な
る
と
、
褚
人
穫
『
堅
刳
集
』
丙
集
巻
二
に
、「
噴
嚔
」
と
題
し
て
前

掲
の
考
証
と
同
様
な
記
事
が
見
え
、
や
は
り
「
噴
帝
」
の
話
を
紹
介
し
て
い
る
。

重
複
す
る
こ
と
に
な
る
が
幾
分
内
容
を
異
に
し
、
参
考
に
な
る
言
及
も
見
ら
れ

る
の
で
、
煩
を
厭
わ
ず
挙
げ
て
お
く
。 

 

今
の
人
は
ク
シ
ャ
ミ
を
す
る
と
、
唾
を
吐
い
て
「
好
い
人
が
私
の
噂
な

ら
何
時
も
安
楽
に
、
悪
い
人
が
私
の
噂
な
ら
歯
が
抜
け
ろ
」
と
言
う
。「
終

風
」
の
詩
に
い
う
、「
寤
め
て
言
に
寐
ね
ら
れ
ず
、
願
ひ
て
言
に
則
ち
嚔
す
」

と
。
蘇
東
坡
に
詩
が
有
っ
て
、「
白
髪 

蒼
顔 

誰
か
肯
へ
て
記
さ
ん
、
晩
来 

頻
り
に
嚔
す
る
は
何
人
の
為
な
ら
ん
」
と
い
う
。『
容
斎
随
筆
』
も
ま
た
こ

ん
な
記
事
を
載
せ
て
い
る
、「
ク
シ
ャ
ミ
が
止
ま
ら
な
い
と
、
必
ず
唾
を
吐

い
て
祈
っ
て
、『
私
の
噂
を
し
て
い
る
人
が
い
る
』
と
言
う
が
、
婦
人
が
最

も
甚
だ
し
い
。
そ
の
来
源
た
る
や
遙
か
昔
に
さ
か
の
ぼ
る
の
で
あ
る
」
と
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
唐
の
玄
宗
は
兄
弟
を
愛
し
、
寧
王
を
「
兄
さ
ん
」

と
呼
び
、
何
時
も
食
事
を
共
に
し
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
食
べ
て
い
る
時
、

寧
王
が
噎
せ
て
、
玄
宗
の
髭
に
噴
き
溢
し
て
し
ま
っ
た
。
寧
王
が
驚
き
恥

じ
入
っ
た
の
で
、
玄
宗
は
彼
を
安
心
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
す
る
と
黄
幡
綽

が
言
っ
た
、「
こ
れ
は
噎
せ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
。
玄
宗
が
「
で
は

何
な
の
か
」
と
尋
ね
る
と
、
「
こ
れ
は
『
噴
帝
（
噴
嚔
）
』
で
ご
ざ
い
ま
す
」

と
答
え
た
。
玄
宗
は
大
層
喜
ん
だ
、
と
。
つ
ま
り
、
も
と
も
と
ク
シ
ャ
ミ

を
良
い
事
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ（

１

る３
）

。 

 

こ
ち
ら
の
「
噴
帝
」
の
話
で
は
、
玄
宗
の
優
し
い
人
柄
が
専
ら
語
ら
れ
る
文

脈
に
変
わ
り
、
黄
幡
綽
の
当
意
即
妙
の
対
応
も
一
度
だ
け
に
削
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
蘇
軾
詩
の
「
曉
來
」
が
「
晩
來
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
褚
人
穫
の
記
憶

違
い
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
よ
う
に
、
ク
シ
ャ
ミ
の
俗
信
は
中

国
に
お
い
て
長
く
生
き
続
け
、
屡
々
取
り
上
げ
ら
れ
る
話
柄
と
も
な
っ
た
の
で

あ
る
。 

 

再
び
考
証
か
ら
離
れ
、
清
代
の
文
献
に
見
え
る
資
料
を
幾
つ
か
追
加
し
て
お

く
と
、
厲
鶚
『
遼
史
拾
遺
』
巻
二
四
「
治
夔
離
」
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
見

え
る
。 

 

『
燕
北
録
』
に
言
う
、
北
主
（
遼
の
太
宗
耶
律
徳
光
、
在
位
九
二
六
～
九
四
七
）

の
母
后
が
ク
シ
ャ
ミ
を
し
た
時
、
す
べ
て
の
近
侍
の
蕃
漢
の
臣
僚
た
ち
は
、

み
な
一
斉
に
「
治
夔
離

チ

キ

リ

！
」
と
唱
え
た
。
漢
語
の
「
万
歳
」
で
あ（

１

る４
）

。 

 
『
燕
北
録
』
は
宋
の
王
易
の
撰
（
佚
書
）
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
記
事
は
宋
代

に
ま
で
遡
る
こ
と
に
な
る
。
遼
は
モ
ン
ゴ
ル
系
契
丹
族
の
王
朝
。
十
世
紀
の
北

方
遊
牧
民
族
に
も
、
ク
シ
ャ
ミ
を
し
た
際
に
「
万
歳
！
」
と
唱
え
る
習
俗
が
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
こ
れ
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
面
白
い
の
は
、

清
の
魏
源
『
海
国
図
志
』
に
載
り
、
明
の
艾
儒
略
（
ジ
ュ
リ
オ
・
ア
レ
ー
ニ
）
『
職
方
外
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紀
』
に
遡
る
ア
ビ
シ
ニ
ア
、
す
な
わ
ち
エ
チ
オ
ピ
ア
の
王
と
臣
下
達
の
話
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
次
節
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。 

 

ま
た
、
祁
連
休
『
中
国
古
代
民
間
故
事
類
型
研
究
』（
河
北
教
育
出
版
社
、
二
〇

〇
七
年
）
に
は
、
「
打
噴
嚏
型
故
事
」
の
項
が
あ
り
（
下
冊
一
一
三
六
～
七
頁
）
、
清

の
遊
戯
主
人
『
笑
林
広
記
』
巻
四
に
載
る
「
過
橋
嚏
」
の
笑
話
が
引
か
れ
て
い

る
。  

あ
る
田
舎
者
が
都
会
か
ら
帰
り
、
妻
に
言
っ
た
、
「
わ
し
は
街
で
数
え

切
れ
な
い
ほ
ど
ク
シ
ャ
ミ
が
出
た
よ
」
と
。
す
る
と
妻
は
、
「
み
ん
な
私

が
家
で
、
あ
ん
た
の
こ
と
を
思
っ
て
る
せ
い
よ
」
と
答
え
た
。
あ
る
日
、

肥
桶
を
担
い
で
危
険
な
橋
を
通
る
と
き
、
ま
た
続
け
ざ
ま
に
数
回
ク
シ
ャ

ミ
が
出
て
、
あ
や
う
く
足
を
踏
み
外
し
そ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
罵
っ
て

言
う
に
は
、
「
助
平
女
め
！ 

わ
し
の
こ
と
を
思
う
に
し
て
も
、
ど
ん
な
所

に
い
る
か
を
弁
え
て
か
ら
に
し
ろ
」（

１

と５
）

。 

 

祁
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
話
型
は
現
在
も
江
蘇
・
湖
北
・
山
西
省
な
ど
の
地
域

に
、「
打
噴
嚏
」
と
し
て
流
布
す
る
と
い
う
。
ク
シ
ャ
ミ
の
俗
信
は
、
こ
の
よ
う

に
今
も
広
く
生
き
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

三 
 

 

前
節
に
は
近
代
以
前
の
中
国
の
資
料
や
考
証
を
取
り
上
げ
て
み
た
が
、
ク
シ

ャ
ミ
に
つ
い
て
は
、
現
代
の
論
考
も
幾
つ
か
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

先
ず
中
国
で
は
、
イ
ン
ド
学
の
大
家
季
羨
林
の
「
説
〝
嚏
噴
〟
」（
『
比
較
文
学
与

民
間
文
学
』
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
／
『
季
羨
林
文
集 

第
八
巻 

比
較
文
学
与

民
間
文
学
』
江
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

こ
の
論
考
は
、
ク
シ
ャ
ミ
と
人
の
噂
の
俗
信
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
子
供
が

ク
シ
ャ
ミ
を
し
た
時
、
側
に
い
た
人
が
「
長
命
百
歳
」
と
唱
え
る
中
国
北
方
の

俗
習
を
め
ぐ
っ
て
著
さ
れ
た
、
四
頁
ほ
ど
の
短
い
文
章
で
あ
る
。
し
か
し
、
ド

イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
に
も
「G

e
s
u

n
d

h
e
it
 (

健
康)

 !  

」
と
唱
え
る
同
様
な
習
俗
が

あ
る
こ
と
、
由
来
は
遠
く
古
代
イ
ン
ド
に
ま
で
遡
る
こ
と
等
、
教
示
を
受
け
る

と
こ
ろ
が
多
い
。
先
に
触
れ
た
『
海
国
図
志
』
等
に
載
る
エ
チ
オ
ピ
ア
の
話
も
、

実
は
こ
れ
に
よ
っ
て
知
っ
た
次
第
で
あ
る
。
季
氏
は
、
魏
源
『
海
国
図
志
』
巻

三
四
・
小
西
洋
・
南
利
未
加
国
に
所
引
の
『
職
方
外
紀
』
を
紹
介
し
て
い
る
が
、

こ
こ
は
ジ
ュ
リ
オ
・
ア
レ
ー
ニ
『
職
方
外
紀
』
巻
三
の
「
亞
毘
心
域 

馬
拿
莫

大
巴
者
」
か
ら
、
直
接
引
い
て
お
こ
う
。 

 
…

 

そ
の
人
種
に
は
二
種
類
が
あ
り
、
一
つ
は
リ
ビ
ア
の
東
に
在
っ
て
、

亞
毘
心
域
（
ア
ビ
シ
ニ
ア
）

と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。…

…
 
…
…

も
う
一

つ
は
リ
ビ
ア
の
南
に
在
っ
て
、
馬
拿
莫
大
把
者
（
マ
ナ
ム
タ
ピ
ア
？
未
詳
）
、

と
名
付
け
ら
れ
、
国
土
は
最
も
広
く
、
極
め
て
愚
か
で
、
道
理
を
知
ら
な

い
。…

…
 
…
…

そ
の
俗
は
、
お
お
よ
そ
偶
像
を
崇
め
よ
う
と
し
な
い
が
、

そ
れ
で
も
天
地
に
主
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
王
を
ま
る

で
神
の
よ
う
に
仰
ぎ
、
ま
た
天
地
の
主
と
見
做
し
て
い
る
。
お
よ
そ
曇
る

に
つ
け
晴
れ
る
に
つ
け
て
旱
魃
水
害
の
際
に
は
、
皆
で
出
か
け
て
王
に
祈

る
の
で
あ
る
。
も
し
王
が
偶
々
ク
シ
ャ
ミ
を
す
る
と
、
朝
廷
を
挙
げ
て
全

員
が
声
高
に
応
諾
し
、
さ
ら
に
ま
た
国
を
挙
げ
て
声
高
に
応
諾
す
る
。
甚

だ
笑
う
べ
き
こ
と
で
あ（

１

る６
）

。 

 

国
王
の
ク
シ
ャ
ミ
に
呼
応
し
て
、
臣
下
国
民
が
ど
う
叫
ん
だ
か
は
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
季
氏
は
「
健
康
長
寿
」
の
類
の
言
葉
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い

る
。
そ
し
て
王
の
ク
シ
ャ
ミ
が
人
々
の
祈
願
の
際
だ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
れ
は

願
い
が
神
に
聞
き
届
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
、
シ
グ
ナ
ル
で
も
あ
っ
た
の
で
は
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な
い
だ
ろ
う
か
。
中
国
で
は
唐
代
、「
琵
琶
卜
」
と
い
う
占
い
が
流
行
し
詩
歌
や

小
説
に
記
事
が
残
る
が
、
琵
琶
を
奏
で
て
神
降
ろ
し
を
す
る
巫
女
は
、
ア
ク
ビ

の
よ
う
に
大
き
く
口
を
開
き
、
ク
シ
ャ
ミ
を
し
た
後
に
託
宣
を
告
げ
て
い
る

（
１
７
）

。

神
と
の
交
感
の
成
立
を
示
す
ク
シ
ャ
ミ
と
い
う
点
で
共
通
し
、
興
味
深
い
も
の

が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
記
事
は
清
の
南
懐
仁
（
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
フ
ェ
ル
ビ
ー

ス
ト
）『
坤
輿
図
説
』
巻
下
に
も
見
え
、「
馬
拿
莫
大
把
者
」
は
「
莫
訥
木
大
彼
亞
」

と
表
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

イ
ン
ド
関
係
の
資
料
と
し
て
同
論
考
が
挙
げ
る
の
は
、
『
四
分

し

ぶ

ん

律り
つ

』
巻
五
三
、

『
十
誦

じ
ゅ
う
じ
ゅ

律り
つ

』
巻
三
八
、
『
根
本

こ
ん
ぽ
ん

薩さ
っ

婆ば

多た

部ぶ

律り
つ

摂
し
ょ
う

』
巻
一
三
、
『
根
本
説

こ
ん
ぽ
ん
せ
つ

一
切

い
っ
さ
い

有
部
毘
奈
耶

う

ぶ

び

な

や

雑
事

ぞ

う

じ

』
巻
一
〇
で
あ
る
。
些
か
煩
瑣
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
を
通
覧

し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
先
ず
『
四
分
律
』（
唐
・
義
浄
訳
）
に
は
、
次
の
よ
う

な
一
節
が
見
え
る
。 

 

そ
の
時
世
尊
は
、
祇
桓
（
祇
園
精
舎
、
ま
た
そ
の
林
）
の
中
で
無
数
の
衆
生

に
法
を
説
い
て
お
ら
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
に
世
尊
が
ク
シ
ャ
ミ
を

さ
れ
た
の
で
、
比
丘
（
修
行
僧
）
た
ち
は
呪
願
（
祈
り
願
い
を
こ
め
る
）
し
て

「
長
寿
！
」
と
唱
え
た
。
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
（
男
女
の
修

行
僧
、
男
女
の
在
家
仏
教
信
者
）
た
ち
も
ま
た
「
長
寿
！
」
と
唱
え
、
か
く
て

大
勢
が
騒
ぎ
立
て
る
事
態
に
な
っ
た
。
仏
陀
は
「
そ
の
よ
う
に
す
べ
き
で

は
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
居
士
（
在
家
の
男
子
の
仏
教
信
者
）
の
ク

シ
ャ
ミ
を
す
る
者
が
い
た
が
、
比
丘
た
ち
は
畏
れ
慎
ん
で
敢
え
て
長
寿
と

は
唱
え
な
か
っ
た
。
居
士
た
ち
は
皆
そ
れ
を
譏
り
嫌
っ
て
言
っ
た
、「
私
た

ち
が
ク
シ
ャ
ミ
を
し
て
も
、
比
丘
た
ち
は
長
壽
と
呪
願
し
ま
せ
ん
」
と
。

比
丘
た
ち
が
仏
陀
に
申
し
上
げ
る
と
、
仏
陀
は
、「
長
寿
と
呪
願
す
る
こ
と

を
許
す
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
時
居
士
た
ち
は
比
丘
に
拝
礼
し
た
が
、
比

丘
は
畏
れ
慎
ん
で
敢
え
て
長
寿
と
は
唱
え
な
か
っ
た
。
世
尊
が
呪
願
を
許

さ
れ
な
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。
居
士
た
ち
は
皆
そ
れ
を
嫌
っ
て
言
っ
た
、

「
私
た
ち
は
比
丘
に
拝
礼
し
ま
し
た
が
、
比
丘
は
私
た
ち
の
長
寿
を
呪
願

し
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
。
比
丘
た
ち
が
仏
陀
に
申
し
上
げ
る
と
、
仏
陀
は
、

「
長
寿
と
呪
願
す
る
こ
と
を
許
す
」
と
言
わ
れ（

１

た８
）

。 

 

釈
尊
の
ク
シ
ャ
ミ
を
聞
い
て
、
説
法
を
聴
く
人
々
が
我
先
に
「
長
寿
！
」
と

唱
え
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
す
で
に
慣
習
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

従
っ
て
ク
シ
ャ
ミ
の
呪
言
の
起
源
は
、
こ
れ
よ
り
ず
っ
と
古
い
こ
と
に
な
る
。

ま
た
先
の
『
燕
北
録
』
の
呪
言
「
治
夔
離
（
万
歳
、
万
年
ま
で
も
）
」
と
も
重
な
っ

て
面
白
い
。
た
だ
、
釈
尊
が
そ
れ
を
咎
め
、
後
で
許
し
た
理
由
が
は
っ
き
り
し

な
い
が
、
彼
が
こ
の
言
葉
に
少
な
か
ら
ぬ
抵
抗
を
感
じ
て
い
た
こ
と
は
、
次
の

『
十
誦
律
』（
後
秦
・
弗
若
多
羅
共
羅
什
）
の
一
節
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。 

 

仏
陀
は
芻
摩

す

う

ま

国
（
未
詳
。
「
芻
摩
」
あ
る
い
は
「
蒭
摩
」
は
、
麻
、
亜
麻
布
の
こ

と
。
こ
れ
を
特
産
と
す
る
国
で
あ
ろ
う
か
。
）
で
大
比
丘
僧
に
五
陰
（
五
蘊
、
あ
ら

ゆ
る
存
在
の
五
つ
の
構
成
要
素
）
の
法
、
い
わ
ゆ
る
色
・
受
・
想
・
行
・
識
に

つ
い
て
説
い
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
時
仏
陀
は
ク
シ
ャ
ミ
を
さ
れ
た
。
五
百

人
の
比
丘
は
、
同
時
に
声
を
そ
ろ
え
て
「
老
寿
！
」
と
唱
え
た
。
す
る
と

仏
陀
は
比
丘
た
ち
に
「
お
前
達
が
『
老
寿
』
と
言
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

老
寿
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
」
と
問
わ
れ
た
。「
そ
ん
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
、
世
尊
よ
」
と
答
え
る
と
、
仏
陀
は
言
わ
れ
た
、「
今
よ
り

老
寿
と
称
し
て
は
な
ら
ぬ
。
老
寿
と
称
し
た
者
は
小
罪
を
犯
し
た
こ
と
に

な
ろ
う
」（

１

と９
）

。 

 

た
だ
し
、「
長
寿
」「
老
寿
」
が
全
く
の
禁
句
だ
っ
た
訳
で
は
な
く
、『
四
分
律
』

で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
こ
の
呪
言
が
認
め
ら
れ
る
。
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『
根
本
薩
婆
多
部
律
摂
』（
唐
・
義
浄
訳
）
の
一
節
は
、
そ
の
条
件
が
語
ら
れ
て
い

る
例
で
あ
る
。 

 
年
長
者
が
ク
シ
ャ
ミ
を
し
た
時
、
年
少
者
は
「
畔
睇

ば
ん
だ
い

（
敬
礼
）
！
」
と
言

う
。
年
少
者
が
も
し
ク
シ
ャ
ミ
を
し
た
ら
、
年
長
者
は
「
阿
路
祇

あ

ろ

ぎ

（
病
無
し
）
！
」

と
言
う
。
も
し
言
わ
な
け
れ
ば
、
と
も
に
小
罪
を
犯
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
「
願
わ
く
ば
長
命
を
得
ん
」
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
。
世
俗
の
老

母
お
よ
び
莫
訶

ま

か

羅ら

（
老
衰
者
）
の
長
寿
を
願
う
者
が
言
う
場
合
は
、
差
し
支

え
な（

２

い０
）

。 

 

ま
た
、
『
毘
奈
耶
雑
事
』（
唐
・
義
浄
訳
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

後
の
そ
れ
と
は
異
な
る
時
に
仏
陀
は
大
衆
の
た
め
に
法
の
枢
要
を
宣
べ

説
い
て
お
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
老
い
た
苾
芻

び
っ
し
ゅ

（
出
家
修
行
す
る
男
性
の
僧
侶
、

比
丘
）
が
衆
の
外
坐
に
い
た
。
出
家
前
に
連
れ
添
っ
た
妻
が
不
意
に
や
っ
て

来
て
夫
の
ク
シ
ャ
ミ
を
聞
い
た
が
、
苾
芻
た
ち
の
う
ち
に
は
一
人
も
「
長

寿
」
の
願
言
を
す
る
者
が
い
な
か
っ
た
。
妻
は
こ
の
様
子
を
見
て
、
我
慢

出
来
な
い
気
持
に
な
り
、
左
手
で
土
を
握
り
、
苾
芻
の
頭
を
め
ぐ
ら
せ
て

外
に
向
か
っ
て
棄
て
、
長
寿
を
呪
願
し
た
。
そ
の
時
、
苾
芻
た
ち
は
共
に

そ
の
事
を
傍
観
し
て
い
た
。
妻
は
進
み
出
て
腕
を
捉
え
て
口
汚
く
罵
り
、

告
げ
て
言
っ
た
、「
聖
者
よ
、
仁
（
あ
な
た
）
は
今
ど
う
し
て
怨
讐
の
な
か
で

出
家
修
行
な
さ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
逝せ

い

多た

林
（
祇
陀
太
子
の
林
苑
。
逝
多

林
給
孤
独
園
、
祇
樹
給
孤
独
園
な
ど
と
漢
訳
さ
れ
る
。
こ
こ
に
祇
園
精
舎
が
建
て
ら
れ

た
）
に
は
常
に
五
百
の
青
い
衣
の
薬
叉
（
夜
叉
）
が
居
り
ま
す
の
で
、
私
か

ら
呪
願
し
て
夫
を
長
寿
な
ら
し
め
ま
し
ょ
う
。
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、

き
っ
と
薬
叉
に
精
気
を
吸
い
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

住
ん
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
、
家
に
帰
り
ま
し
ょ
う
」
と
。
そ
し
て
即
座
に

夫
を
引
い
て
一
緒
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。…

… （
２
１
） 

 

季
氏
は
こ
の
話
か
ら
、
ク
シ
ャ
ミ
に
対
し
て
発
せ
ら
れ
る
「
長
寿
」
の
呪
言

が
、
本
来
は
夜
叉
に
精
気
を
吸
い
取
ら
れ
な
い
た
め
の
魔
除
け
の
行
為
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
ク
シ
ャ
ミ
は
凶

兆
と
さ
れ
て
お
り
、
吉
凶
に
つ
い
て
明
確
で
な
い
、
あ
る
い
は
吉
凶
両
様
に
解

釈
さ
れ
る
中
国
の
場
合
と
は
、
様
相
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

漢
訳
仏
典
中
に
見
え
る
ク
シ
ャ
ミ
の
話
は
、
さ
ら
に
拾
う
こ
と
が
で
き
る
が
、

先
ず
は
こ
の
辺
に
留
め
て
西
欧
に
眼
を
転
じ
よ
う
。 

 

同
論
考
は
ま
た
、
饒
宗
頤
「
居
延
簡
術
数
耳
鳴
目
瞤
解
」（
『
選
堂
集
林
・
史
林
』

上
冊
、
中
華
書
局
香
港
分
局
、
一
九
八
二
年
）
の
指
摘
を
末
尾
に
引
き
、
ホ
メ
ロ
ス
『
オ

デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
第
十
七
歌
に
、
ク
シ
ャ
ミ
を
吉
兆
と
す
る
場
面
が
あ
る
と
付

け
加
え
て
い
る
。
そ
こ
で
早
速
当
た
っ
て
み
る
と
、
訪
れ
る
求
婚
者
達
を
拒
絶

し
つ
つ
、
夫
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
帰
還
を
待
つ
ペ
ネ
ロ
ペ
イ
ア
が
、
息
子
テ
レ

マ
コ
ス
の
ク
シ
ャ
ミ
に
喜
ぶ
場
面
が
あ
る
。
松
原
千
秋
訳
に
よ
っ
て
引
用
す
る
。 

 
…

 

賢
明
な
妃
ペ
ネ
ロ
ペ
イ
ア
が
い
う
に
は
、 

 

「…
…

 

も
し
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
国
へ
帰
っ
て
来
て
下
さ
っ
た
ら
、

直
ぐ
に
も
倅
と
力
を
合
せ
て
、
こ
の
者
た
ち
の
乱
暴
を
懲
ら
し
め
て
下
さ

る
で
あ
ろ
う
に
。
」 

 

こ
う
い
っ
た
と
た
ん
、
テ
レ
マ
コ
ス
が
大
き
な
く
し
ゃ
み
を
し
、
部
屋

全
体
に
凄
ま
じ
く
鳴
り
響
い
た
。
ペ
ネ
ロ
ペ
イ
ア
は
声
を
出
し
て
笑
い
、

直
ぐ
エ
ウ
マ
イ
オ
ス
に
翼
あ
る
言
葉
を
か
け
て
い
う
に
は
、 

 

「
さ
あ
行
っ
て
あ
の
他
国
の
男
を
、
こ
う
し
て
い
る
わ
た
し
の
前
へ
呼

ん
で
来
て
お
く
れ
。
い
ま
倅
が
わ
た
し
の
い
っ
た
こ
と
の
総
て
に
、
幸
先

よ
く
く
し
ゃ
み
を
し
た
の
を
そ
な
た
も
見
た
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
、
求
婚
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者
全
員
に
死
は
必
ず
や
訪
れ
、
一
人
と
し
て
死
の
運
命
を
免
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
い
。…

… （
２
２
）

」 

 

こ
こ
か
ら
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
ク
シ
ャ
ミ
が
吉
兆
と
さ
れ
た
こ
と

が
分
か
る
。
な
お
、
ク
シ
ャ
ミ
へ
の
呪
言
の
風
習
も
世
界
的
に
み
ら
れ
、
そ
の

科
白
も
様
々
な
よ
う
で
あ
る
。
ア
ン
テ
ィ
・
ア
ー
ル
ネ
、
ス
テ
ィ
ス
・
ト
ン
プ

ソ
ン
や
ハ
ン
ス
・
イ
ェ
ル
ク
・
ウ
タ
ー
の
昔
話
話
型
分
類1

3
5

1
A

の
「G

o
d

 

h
e
ip

 Y
o
u

 (

神
の
御
加
護
を)
！
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
広
汎
に
分
布
す

る
話
で
あ
る
が
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
夫
の
ク
シ
ャ
ミ
に
対
し
て
妻
が
発
し
た
言

葉
に
よ
っ
て
い

る
（
２
３
）

。 

 

こ
う
し
て
み
る
と
、
た
か
が
ク
シ
ャ
ミ
と
は
い
え
、
研
究
対
象
と
し
て
は
世

界
的
な
ス
ケ
ー
ル
を
持
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
、
疎
か
に
は
で
き
な
い
。
た
だ
、

私
の
乏
し
い
知
識
で
は
こ
れ
以
上
の
論
の
展
開
は
難
し
い
。
最
後
に
日
本
人
の

考
証
、
研
究
を
紹
介
し
て
小
文
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。 

四 

 

日
本
に
お
け
る
ク
シ
ャ
ミ
に
つ
い
て
の
考
証
に
は
、
喜
多
村
筠
庭
（
信
節
）『
嬉

遊
笑
覧
』（
天
保
一
、
一
八
三
〇
年
刊
）
の
巻
八
・
方
術
に
「

は
な
ひ
る

嚔

の
じ
ゆ
も
ん

頌

文
」
が
あ

る
（
２
４
）

。 

 

こ
こ
で
彼
は
、
漢
籍
で
は
『
詩
経
』『
嬾
真
子
録
』『
帝
京
景
物
略
』
、
漢
訳
仏

典
で
は
『
四
分
律
』
を
引
き
、
さ
ら
に
日
本
の
古
典
か
ら
は
、
『
万
葉
集
』
『
古

今
集
』
『
袖
中
抄
』
『
徒
然
草
』
な
ど
、
多
く
の
関
連
資
料
を
挙
げ
て
論
じ
て
い

る
。
後
に
南
方
熊
楠
が
、
こ
の
考
証
を
取
り
入
れ
な
が
ら
英
文
の
「S

n
e
e
z
in

g
 

S
p

e
r
s
titio

n

（
く
し
ゃ
み
に
ま
つ
わ
る
迷
信
）
」（
一
九
二
七
年
）
を
書
き
残
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
邦
訳
を
節
録
し
て
、
内
容
の
骨
子
と
南
方
の
補
足
を
示
し
て
お
く

こ
と
に
す（

２

る５
）

。 

 

『
嬉
遊
笑
覧
』（
一
八
〇
〇
年
頃
に
執
筆
、…

…

）
で
喜
多
村
信
節
は
、
日
本

と
中
国
で
は
、
古
く
か
ら
く
し
ゃ
み
は
誰
か
が
愛
情
を
こ
め
て
思
い
起
こ

し
て
く
れ
る
証
拠
と
さ
れ
て
き
た
が
、
イ
ン
ド
で
は
仏
陀
の
時
代
か
ら
す

で
に
、
よ
く
な
い
兆
候
を
し
め
す
も
の
と
さ
れ
た
と
論
じ
て
い
る
。
の
ち

に
中
国
で
は
、
く
し
ゃ
み
は
幸
先
の
よ
い
も
の
と
も
、
不
吉
な
も
の
と
も

み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。…

…
 

 

さ
ら
に
喜
多
村
は
、
九
〇
五
年
編
纂
の
歌
集
か
ら
一
篇
の
歌
を
引
き
、

当
時
の
日
本
で
は
、
旅
に
出
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
た
と
え
隣
家
か
ら
で

あ
っ
て
も
、
く
し
ゃ
み
を
す
る
の
が
聞
こ
え
た
ら
、
出
発
を
延
期
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
ト
ン
ガ
で
は
く
し
ゃ
み
が
遠
征

に
際
し
て
の
最
悪
の
予
兆
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
（
マ
リ
ナ

ー
［
『
ト
ン
ガ
諸
島
原
住
民
の
報
告
』
一
八
二
七
年
］
、
タ
イ
ラ
ー
『
原
始
文
化
』
に
引

用
、
ア
メ
リ
カ
版
三
版
、［
一
八
八
八
年
］
、
一
巻
九
九
頁
）
。
ま
た
台
湾
の
さ
ま
ざ

ま
な
部
族
の
あ
い
だ
で
は
、
狩
り
な
ど
に
出
か
け
て
い
て
誰
か
が
く
し
ゃ

み
を
す
る
と
、
し
ば
ら
く
立
ち
止
ま
っ
た
り
、
向
か
う
方
角
を
変
え
た
り
、

あ
る
い
は
狩
り
そ
の
も
の
を
取
り
や
め
て
し
ま
う
こ
と
す
ら
あ
る
と
い
う

（
伊
能

か
の
り

嘉
矩
［
「
台
湾
土
蕃

ど

ば

ん

の
噴
嚔

ふ
ん
て
い

の
迷
信
」
］
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
二
七
〇
号
、

一
九
〇
八
年
九
月
、
四
六
五
頁
）
。 

 
文
中
「
九
〇
五
年
編
纂
の
歌
集
」
と
あ
る
の
は
『
古
今
和
歌
集
』
を
指
し
、

巻
一
九
・
雑
詠
歌
の
「
い
で
て
ゆ
か
む
人
を
と
ど
め
む
よ
し
な
き
に
隣
の
方
に

鼻
も
ひ
ぬ
か
な
」
を
い
う
。
南
方
翁
の
文
章
は
例
に
よ
っ
て
博
覧
強
記
で
読
者

を
惹
き
つ
け
る
。
序
で
に
続
く
文
章
も
節
録
し
て
お
こ
う
。 

 

清
少
納
言
（
一
〇
〇
〇
年
頃
）

は
機
知
に
富
ん
だ
文
章
で
知
ら
れ
た
官
女
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だ
が
、
彼
女
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
日
本
で
は
、
元
日
早
朝
の
く
し
ゃ
み
は

長
寿
を
確
約
す
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
前
述
の
中
国
で
の

見
解
と
は
正
反
対
の
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
一
四
世
紀
以
降
に
、
自

分
が
乳
を
与
え
て
い
る
子
ど
も
が
く
し
ゃ
み
を
し
た
ら
、
乳
母
は
か
な
ら

ず
「
く
さ
め
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
習
慣
が
で
き
た
。「
鼻

の
穴
を
閉
じ
る
た
め
」
と
さ
れ
る
。「
く
さ
め
」
の
語
は
、「
休
息

く

そ

く

万ま
ん

命
み
ょ
う

（
永

遠
に
安
ら
か
に
）
」
と
い
う
呪
文
の

て
ん転
か訛

ら
し
い
。…

…
 

今
日
で
も
、
く
し

ゃ
み
の
あ
と
に
、
お
き
ま
り
の
「
徳と

く

万
歳

ま
ん
ざ
い

（
万
年
生
き
よ
）
」
と
唱
え
る
古
風

な
ひ
と
た
ち
が
、
日
本
か
ら
す
っ
か
り
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。 

 

「
元
日
早
朝
の
く
し
ゃ
み
は
長
寿
を
確
約
す
る
」
と
い
う
の
は
、
『
枕
草
子
』

第
一
七
八
段
の
「
し
た
り
が
ほ
な
る
物
」
の
記
述
を
指
す
（
岩
波
新
日
本
古
典
文

学
大
系
本
に
よ
る
。
一
七
七
段
、
一
八
三
段
と
す
る
訳
書
も
あ
る
）
。「
前
述
の
中
国
で
の

見
解
」
は
、
『
帝
京
景
物
略
』
の
元
旦
の
記
事
。
「
日
本
で
は
、
十
四
世
紀
以
降

に…

」
と
あ
る
の
は
、『
徒
然
草
』
第
四
七
段
の
「
く
さ
め
く
さ
め
」
と
唱
え
な

が
ら
歩
く
老
尼
の
話
に
基
づ
く
。
ま
た
「
鼻
の
穴
を
閉
じ
る
」
の
は
、
訳
注
に

よ
れ
ば
、
鼻
の
穴
か
ら
魂
が
抜
け
出
て
し
ま
う
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
、

抜
け
出
な
い
よ
う
に
す
る
意
味
を
持
つ
、
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
新
し
い
論
考
と
し
て
は
、
専
論
で
は
な
い
も
の
の
、
山
内
昶
『
も
の

の
け
Ⅰ
』（
法
政
大
学
出
版
局
・
も
の
と
人
間
の
文
化
史
122-

Ⅰ
、
二
〇
〇
四
年
）
が
詳
し

く
、
日
本
を
中
心
に
東
西
に
渉
る
文
献
や
習
俗
を
紹
介
し
て
い
る
（
第
一
章
第
二

節
「
二 

ケ
と
は
何
か
」
の
「
口
は
タ
マ
の
出
入
り
口
」
、
六
八
～
七
二
頁
）
。
同
書
に
よ

れ
ば
、
口
は
古
代
よ
り
魂
の
出
入
り
口
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ク
シ
ャ
ミ
は
日

本
で
は
古
く
「
鼻
ひ
（
り
）
」
と
言
い
、
鼻
ひ
る
と
魂
が
飛
び
だ
し
若
死
に
を
す

る
と
信
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
防
ぐ
呪
文
が
「
く
し
ゃ
み
」
と
い
う
言
葉
で
あ
っ
た
。

「
く
し
ゃ
み
」
は
、
「
休
息
万
命
」
「
休
息（

２

命６
）

」
の
崩
れ
た
形
で
、
鼻
ひ
り
が
止

ま
っ
て
、
命
が
万
年
も
あ
ら
ん
こ
と
を
願
う
呪
文
の
意
味
を
持
つ
。 

 

お
釈
迦
様
の
戒
め
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
長
寿
」
「
老
寿
」
系
統
の
呪
言
は
、

世
俗
で
は
形
を
変
え
て
絶
え
る
こ
と
が
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）
訓
読
お
よ
び
訳
文
は
、
白
川
静
訳
注
『
詩
経
国
風
』
（
東
洋
文
庫
・
平
凡
社
、
一
九

九
〇
年
）
に
よ
っ
た
（
一
三
一
頁
）
。 

（
２
）
一
九
五
五
年
に
芸
文
印
書
館
よ
り
刊
行
の
『
十
三
経
注
疏
』
（
嘉
慶
二
十
年
南
昌
府

学
開
雕
本
影
印
）
に
よ
れ
ば
、
原
文
は
次
の
通
り
。 

 

我
其
憂
悼
而
不
能
寐
、
汝
思
我
心
如
是
、
我
則
嚔
也
。
今
俗
人
嚔
云
、
人
道
我
、

此
古
之
遺
語
也
。 

（
３
）
四
庫
全
書
本
、
お
よ
び
陶
敏
主
編
『
全
唐
五
代
筆
記 

第
三
冊
』
三
秦
出
版
社
、
二

〇
一
二
年
に
よ
れ
ば
、
原
文
は
次
の
通
り
。「
啑
」
は
本
来
、
つ
い
ば
む
、
す
す
る

の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
嚔
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
後
の
注

1
8

～

2
1

に
示
す
『
大
蔵
経
』
の
原
文
も
、
「
啑
」
字
に
よ
っ
て
い
る
。 

 

今
人
每
啑
、
必
自
祝
所
祈
云
云
。
案
邶
終
風
篇
注
、
願
猶
思
也
、
言
猶
我
也
。

盖
他
人
思
我
、
我
則
啑
之
也
。
鄭
又
稱
古
遺
語
、
每
啑
云
人
道
我
、
以
爲
他
人
說

我
、
我
則
啑
。
此
正
得
其
願
言
者
、
非
咒
願
之
願
、
非
語
言
之
言
。
今
則
自
祝
、

乃
由
誤
解
詩
句
爾
。 

（
４
）
梅
・
蘇
・
黄
詩
は
、
い
ず
れ
も
四
庫
全
書
本
に
よ
る
。 

（
５
）
『
容
斎
随
筆
』
歴
代
資
料
筆
記
叢
刊
・
唐
宋
史
料
筆
記
・
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年

に
よ
り
、
鄭
玄
の
箋
注
は
省
略
し
た
。
原
文
は
次
の
通
り
。 

 

今
人
噴
嚏
不
止
者
、
必
噀
唾
祝
云
、
有
人
説
我
、
婦
人
尤
甚
。
予
按
終
風
詩
、
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寤
言
不
寐
、
願
言
則
嚏
。
鄭
氏
箋
云
、…

（
略
）…

 

乃
知
此
風
自
古
以
來
有
之
。 

（
６
）
四
庫
全
書
本
に
よ
れ
ば
、
原
文
は
次
の
通
り
。 

 
 

人
之
常
談
、
多
有
所
本
。
如
噴
嚏
、
此
詩
終
風
願
言
則
嚏
。 

（
７
）
『
漢
書
』
巻
三
〇
・
芸
文
志
・
数
術
略
・
雑
占
十
八
家
に
、
「
嚔
耳
鳴
雜
占
十
六
卷
」

と
あ
る
。
ま
た
『
隋
書
』
巻
三
四
・
経
籍
志
・
五
行
類
の
「
雜
占
夢
書
一
卷
」
の
夾
注

に
は
、
南
朝
梁
代
の
書
と
し
て
「
嚔
書
一
卷
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
ク
シ
ャ

ミ
と
占
い
の
深
い
結
び
つ
き
が
窺
わ
れ
る
。 

（
８
）
四
庫
全
書
本
お
よ
び
『
宋
元
筆
記
小
説
大
観 

第
三
冊
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇

〇
一
年
に
よ
れ
ば
、
原
文
は
次
の
通
り
。 

 
 

然
則
嚏
耳
鳴
皆
有
吉
凶
、
今
則
此
術
亡
矣
。 

（
９
）
長
澤
規
矩
也
編
『
和
刻
本
類
書
集
成 
第
一
輯
』
汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年
に
よ
れ

ば
、
原
文
は
次
の
通
り
。 

 

子
日
有
酒
食
、
丑
日
主
憂
疑
。
寅
日
有
外
事
、
卯
日
主
大
吉
。
辰
日
婚
會
吉
、

巳
日
主
口
舌
。
午
日
喜
事
吉
、
未
日
是
尋
常
。
申
日
只
平
平
、
酉
日
有
客
至
。
戌

日
女
思
念
、
亥
日
有
人
思
。 

 
 

蛇
足
で
あ
る
が
同
書
巻
八
の
巻
五
・
備
急
単
方
「
兒
頭
入
臼
」
に
は
、「
児
頭 

鉄

臼
に
入
ら
ば
、
噴
嚔
を
以
て
す
。
薬 

鼻
中
に
着
く
れ
ば
、
即
ち
出
づ
（
兒
頭
入
鐵

臼
、
以
噴
嚏
。
藥
着
鼻
中
、
即
出
）
」
と
あ
る
。
子
供
が
鉄
臼
の
中
に
頭
を
入
れ
て

抜
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
ク
シ
ャ
ミ
を
さ
せ
る
と
よ
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

本
当
だ
ろ
う
か
？ 

（
10
）
四
庫
全
書
本
に
よ
れ
ば
、
原
文
は
次
の
通
り
。 

 

子
時
、
主
酒
食
。
丑
時
、
主
女
思
。
寅
時
、
主
女
相
和
。
卯
時
、
主
財
喜
。
辰

時
、
主
酒
食
。
巳
時
、
主
人
來
財
。
午
時
、
主
有
客
來
。
未
時
、
主
酒
食
。
申
時
、

主
驚
不
利
。
酉
時
、
主
文
人
來
求
。
戌
時
、
主
和
合
。
亥
時
、
主
吉
利
。 

（
11
）
『
七
修
類
稿
』
世
紀
出
版
集
団
・
上
海
書
店
、
二
〇
〇
一
年
に
よ
れ
ば
、
原
文
は
次

の
通
り
。 

 

詩
曰
、
願
言
則
嚏
、
註
云
、
汝
心
思
我
則
嚏
也
。
今
人
嚏
而
云
有
人
説
己
、
豈

無
謂
哉
。
故
漢
有
嚏
耳
鳴
雜
占
十
六
卷
、
東
坡
有
曉
來
噴
嚏
爲
何
人
之
詩
、
來
亦

遠
矣
。
昨
見
柳
氏
舊
聞
一
嚏
事
、
雖
非
正
義
、
贅
之
亦
可
發
笑
也
。
唐
玄
宗
友
愛

諸
昆
弟
、
一
日
同
寧
王
飲
食
、
寧
王
挫
喉
、
噴
食
上
髭
。
王
驚
慚
不
安
、
玄
宗
亦

不
懌
。
黄
幡
綽
在
側
、
曰
、
不
是
挫
喉
、
乃
噴
帝
耳
。
帝
遂
悦
、
因
戲
曰
、
幡
綽

佞
臣
乎
。
黄
亦
曰
、
臣
知
上
思
臣
、
臣
乃
願
言
則
嚏
耳
。
帝
又
大
悦
。 

（
12
）『
帝
京
景
物
略
』
北
京
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
に
よ
れ
ば
、
原
文
は
次
の
通
り
。 

 

正
月
元
旦
、
五
鼓
時
、
不
臥
而
嚏
、
嚏
則
急
起
、
或
不
及
衣
、
曰
臥
嚏
者
病
也
。

不
臥
而
語
言
、
或
戸
外
呼
、
則
不
應
。
曰
呼
者
、
鬼
也
。…

…
 
  

 
 

な
お
、
清
・
于
敏
中
等
編
『
日
下
旧
聞
考
』
巻
一
四
七
・
風
俗
に
も
、
『
帝
京
景

物
略
』
か
ら
と
し
て
同
文
の
引
用
が
あ
る
。 

（
13
）
『
堅
刳
集 

（
一
）
』
歴
代
筆
記
小
説
大
観
・
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
に
よ

り
、
簡
体
字
を
改
め
て
示
せ
ば
、
原
文
は
次
の
通
り
。 

 

今
人
噴
嚏
、
唾
曰
、
好
人
説
我
常
安
樂
、
惡
人
説
我
齒
牙
落
。
終
風
之
詩
曰
、

寤
言
不
寐
、
願
言
則
嚏
。
東
坡
有
詩
云
、
白
髪
蒼
顔
誰
肯
記
、
晩
來
頻
嚏
爲
何
人
。

隨
筆
亦
載
、
噴
嚏
不
止
者
、
必
噀
唾
祝
云
、
有
人
説
我
、
婦
人
尤
甚
。
其
來
已
久
。

聞
唐
玄
宗
友
愛
昆
季
、
呼
寧
王
爲
大
哥
、
每
與
同
食
。
食
次
、
寧
王
錯
喉
、
噴
上

髭
。
王
驚
慚
、
上
顧
欲
安
之
。
黄
幡
綽
曰
、
不
是
喉
錯
。
上
曰
、
何
也
。
對
曰
、

是
噴
帝
。
上
大
悦
。
則
固
以
噴
嚏
爲
佳
事
矣
。 

（
14
）
四
庫
全
書
本
に
よ
れ
ば
、
原
文
は
次
の
通
り
。 

 

燕
北
録
曰
、
北
主
太
后
嚏
噴
時
、
但
是
近
位
番
漢
臣
僚
等
、
并
齊
道
治
夔
離
。

漢
語
萬
嵗
也
。 

（
15
）
同
書
に
よ
り
、
簡
体
字
を
改
め
て
示
せ
ば
、
原
文
は
次
の
通
り
。 

一
郷
人
自
城
中
歸
、
謂
其
妻
曰
、「
我
在
城
里
打
了
無
数
噴
嚏
」。
妻
曰
、「
皆
我
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在
家
想
你
之
故
」。
他
日
挑
糞
過
危
橋
、
復
連
打
数
嚏
、
幾
乎
失
足
、
乃
罵
曰
、「
騒

花
娘
、
就
是
思
量
我
、
也
須
看
甚
麼
所
在
」
。 

 
 

た
だ
し
原
書
は
未
見
。
王
利
器
輯
録
『
歴
代
笑
話
集
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一

九
八
一
年
）
の
『
笑
林
広
記
』
四
十
九
則
に
は
、
選
録
さ
れ
て
い
な
い
。 

（
16
）
四
庫
全
書
本
に
よ
れ
ば
、
原
文
は
次
の
通
り
。 

 
…

 

其
人
有
兩
種
、
一
在
利
未
亞
之
東
者
、
名
亞
毘
心
域
。…

…
 
…
…

一
種

在
利
未
亞
之
南
、
名
馬
拿
莫
大
把
者
、
國
土
最
多
、
皆
極
愚
蠢
、
不
識
理

義
。…

…
 
…
…

其
俗
大
畧
不
崇
魔
像
、
亦
知
天
地
有
主
。
但
視
其
王
若
神
靈
、

亦
以
為
天
地
之
主
。
凡
陰
晴
旱
澇
、
皆
往
祈
之
。
王
若
偶
一
噴
涕
、
舉
朝
皆
髙
聲

應
諾
、
又
舉
國
皆
髙
聲
應
諾
、
大
可
笑
也
。 

（
17
）
例
え
ば
、『
太
平
広
記
』
巻
三
四
一
・
鬼
二
六
の
「
韋
浦
」（
出
典
は
薛
漁
思
『
河
東

記
』
）
に
は
、
幽
鬼
の
せ
い
で
引
き
つ
け
を
お
こ
し
た
幼
児
を
巫
女
が
神
降
ろ
し
で

治
療
す
る
場
面
が
あ
り
、
「
二
娘
は
巫
者
な
り
。
至
れ
ば
則
ち
琵
琶
を
以
て
神
を
迎

へ
、
欠
嚔
す
る
こ
と
良
や
久
し
く
し
て
曰
く…

（
二
娘
巫
者
也
。
至
則
以
琵
琶
迎
神
、

欠
嚏
良
久
曰…

）
」
と
い
う
。
「
欠
嚏
」
は
、
「
欠
伸
（
ア
ク
ビ
あ
る
い
は
大
き
く
口

を
開
け
る
）
」「
噴
嚔
（
ク
シ
ャ
ミ
）
」
す
る
こ
と
。
ま
た
温
庭
筠
の「
燒
歌
」
詩
は
、
焼

畑
農
業
の
賽
神
の
祭
り
を
詠
っ
た
作
品
で
、
「
仰
面
し
て

う
た

呻

ひ
復
た
嚔
し
、
鴉
娘
は

豊
歳
を

い
の

呪

る
（
仰
面
呻

一
作

呼

復
嚏
、
鴉
娘

一
作

雅
孃

咒
豐
嵗
）
」
の
句
が
見
え
る
（
『
温
飛
卿

詩
集
箋
注
』
巻
三
、
『
全
唐
詩
』
巻
五
七
七
）
。
「
鴉
娘
」
は
黒
衣
の
巫
女
で
、
琵
琶

の
演
奏
の
描
写
は
無
い
が
、
彼
女
は
や
は
り
ク
シ
ャ
ミ
を
し
て
い
る
。
な
お
、
「
琵

琶
卜
」
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
琵
琶
占
い
」
（
『
横
浜
国
大
国
語
研
究
』
第
三
七
号
、

二
〇
一
九
年
三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
18
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
二
二
冊
・
律
部
一
・
九
六
〇
頁
中
段
。
原
文
は
次
の
通
り
。 

 

爾
時
世
尊
、
在
祇
桓
中
與
無
數
衆
説
法
。
時
世
尊
啑
、
諸
比
丘
呪
願
言
長
壽
。

諸
比
丘
、
比
丘
尼
、
優
婆
塞
、
優
婆
夷
亦
言
長
壽
。
大
衆
遂
便
鬧
亂
。
佛
言
、
不

應
爾
。
時
有
居
士
啑
、
諸
比
丘
畏
愼
不
敢
言
長
壽
。
居
士
皆
譏
嫌
言
、
我
等
啑
、

諸
比
丘
不
呪
願
長
壽
。
諸
比
丘
白
佛
。
佛
言
、
聽
呪
願
長
壽
。
時
諸
居
士
禮
比
丘
、

比
丘
畏
愼
不
敢
言
長
壽
。
世
尊
不
聽
我
呪
願
。
諸
居
士
皆
嫌
言
、
我
等
禮
比
丘
、

比
丘
不
呪
願
我
等
長
壽
。
諸
比
丘
白
佛
。
佛
言
、
聽
呪
願
長
壽
。 

（
19
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
二
三
冊
・
律
部
二
・
二
七
四
頁
中
段
。
原
文
は
次
の
通
り
。 

 

佛
在
芻
摩
國
與
大
比
丘
僧
説
五
陰
法
、
所
謂
色
受
想
行
識
。
爾
時
佛
啑
遍
。
五

百
比
丘
一
時
同
聲
言
老
壽
。
佛
語
諸
比
丘
、
以
汝
等
言
老
壽
故
、
便
得
老
壽
耶
。

不
也
世
尊
。
佛
言
、
從
今
不
得
稱
老
壽
。
稱
老
壽
者
得
突
吉
羅
。 

（
20
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
二
四
冊
・
律
部
三
・
五
九
九
頁
中
段
。
原
文
は
次
の
通
り
。 

 

大
者
啑
時
、
小
云
畔
睇
。
小
者
若
啑
、
大
云
阿
路
祇
。
若
不
言
者
、
倶
得
惡
作
。

然
不
應
云
願
得
長
命
。
若
俗
老
母
及
莫
訶
羅
、
願
長
壽
者
道
時
無
犯
。 

（
21
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
二
四
冊
・
律
部
三
、
二
四
九
頁
中
～
下
段
。
原
文
は
次
の

通
り
。 

 

後
於
異
時
、
佛
爲
大
衆
宣
說
法
要
。
時
老
苾
芻
在
衆
外
坐
。
舊
妻
忽
來
、
聞
夫

啑
噴
。
諸
苾
芻
等
無
有
一
人
願
言
長
壽
。
其
妻
見
已
、
心
生
不
忍
、
便
以
左
手
握

土
、
繞
苾
芻
頭
向
外
而
棄
、
呪
願
長
壽
。
時
諸
苾
芻
共
觀
其
事
。
妻
前
捉
臂
、
惡

口
罵
詈
、
告
言
、
聖
子
、
仁
今
何
故
於
怨
讎
內
而
爲
出
家
。
此
逝
多
林
常
有
五
百

青
衣
藥
叉
、
由
我
呪
願
令
汝
長
壽
。
若
不
爾
者
、
定
被
藥
叉
吸
其
精
氣
。
不
應
住

此
、
宜
可
歸
家
。
卽
牽
共
去
。…

…
 

 

な
お
「
其
妻
見
已
、
心
生
不
忍
」
の
箇
所
は
、
原
文
で
は
「
其
妻
見
。
已
心
生
不

忍
」
と
句
読
を
切
っ
て
い
る
が
、
季
氏
の
引
用
の
句
読
に
従
っ
た
。
ま
た
「
告
言
、

聖
子
」
の
箇
所
も
、
原
文
は
「
告
言
聖
子
」
と
続
け
、
「
仁
今
」
以
下
を
妻
の
言
葉

と
す
る
が
、
こ
れ
も
季
氏
の
引
用
に
従
っ
た
。 

（
22
） 

松
原
千
秋
訳
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
四
年
、
下
冊
一
四
五
頁
。

こ
の
一
節
の
ク
シ
ャ
ミ
に
つ
い
て
は
、
「
く
し
ゃ
み
を
吉
兆
と
す
る
の
は
、
古
来
各
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国
に
そ
の
例
が
見
ら
れ
る
。
ク
セ
ノ
ポ
ン
『
ア
ナ
バ
シ
ス
』
巻
三
、
二
、
九
な
ど
も

そ
の
一
で
あ
る
。
」
と
い
う
松
原
氏
の
注
記
が
あ
る
（
三
三
六
頁
）
。 

（
23
）
ア
ー
ル
ネ
、
ト
ン
プ
ソ
ン
の
『
昔
話
の
話
型
』
の
改
訂
増
補
版
で
あ
る
、
ハ
ン
ス
・

イ
ェ
ル
ク
・
ウ
タ
ー
の
著
書
は
、
近
年
左
記
の
全
訳
が
出
版
さ
れ
て
利
用
に
便
利
と

な
っ
た
。
該
当
の
話
型
に
つ
い
て
は
、
六
四
八
～
九
頁
参
照
。 

小
澤
俊
夫
監
修
・
加
藤
耕
義
訳
『
国
際
昔
話
話
型
カ
タ
ロ
グ 

分
類
と
文
献
目

録
』
（
小
澤
昔
ば
な
し
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
） 

な
お
英
語
で
は
、(G

o
d

) B
le

s
s
 y

o
u

 ! 

が
一
般
的
な
言
い
方
の
よ
う
で
あ
る
。 

（
24
）
『
嬉
遊
笑
覧
』
は
、
長
谷
川
強
ほ
か
校
訂
の
岩
波
文
庫
本
第
四
冊
、
二
〇
〇
五
年
に

よ
り
、
吉
川
弘
文
館
の
日
本
随
筆
大
成
本
別
巻
第
三
冊
、
一
九
九
六
年
新
装
版
を
参

照
し
た
。 

（
25
） 

飯
倉
照
平
監
修
・
松
井
竜
五
ほ
か
訳
『
南
方
熊
楠
英
文
論
考 

[

ノ
ー
ツ
ア
ン
ド
ク

エ
リ
ー
ズ]

誌
篇
』
集
英
社
、
二
〇
一
四
年
、
二
四
二
～
四
頁
。 

（
26
）「
休
息
万
命
」
に
つ
い
て
『
嬉
遊
笑
覧
』
は
、「
今
は
児
女
な
ど
、
く
さ
め
を
す
れ
ば

ま
ん

万
ざ
い

歳

と
い
ひ
、
下
賤
は
く
そ
を
く
ら
へ
と
い
へ
り
。
休
息
万
命
の
ひ
び
き
に
似
た

る
も
お
か
し
」
と
記
す
。
山
内
『
も
の
の
け
』
は
、
こ
れ
を
ク
シ
ャ
ミ
の
語
源
の
別

説
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。 

 

現
在
で
も
奄
美
か
ら
沖
縄
諸
島
に
か
け
て
、
く
さ
め
を
す
る
と
「

ク
ソ
ク
エ
ー

糞
食
え
」
と

い
い
、
一
度
で
止
ま
ら
な
い
と
「

シ

ー

ク

エ

ー

小
便
食
え
」
と
い
う
風
習
が
残
っ
て
い
る
。
お

伽
草
子
『
百
物
語
』
に
も
鼻
ひ
っ
た
ら
「
糞
食
へ
と
申
し
け
る
」
と
あ
っ
た
か
ら
、

江
戸
時
代
に
は
こ
の
悪
罵
が
本
土
に
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
誰
か
が
私
の
魂
を
ぬ

き
と
り
、
生
命
を
縮
め
よ
う
と
呪
詛
し
た
の
で
鼻
が
む
ず
む
ず
し
た
。
そ
こ
で
不

明
の
相
手
に
汚
い
言
葉
で
罵
詈
雑
言
を
浴
び
せ
か
け
、
呪
詛
返
し
の
対
抗
措
置

を
と
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
「
糞
食
え
」
は
「
休
息
」
の
訛
っ
た
形
か
も

し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
奈
良
朝
頃
ま
で
、
鼻
ひ
り
は
恋
人
間
の
魂
の
交
流
や
恋

人
の
訪
れ
る
先
触
れ
と
考
え
ら
れ
、
む
し
ろ
吉
兆
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』
の
次
の
歌
は
そ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。 

今
日
な
れ
ば
鼻
ひ
鼻
ひ
し
眉ま

よ

か
ゆ
み
思
ひ
し
こ
と
は
君
に
し
あ
り
け
り 

（
二
八
〇
九
） 

 
 

 

『
万
葉
集
』
の
こ
の
歌
か
ら
は
、
『
詩
経
』
の
「
終
風
」
が
思
い
起
こ
さ
れ
て
興
味

深
い
が
、
「
糞
食
え
」
の
呪
文
に
話
を
戻
す
と
、
愛
知
三
河
の
出
身
で
あ
る
筆
者
の
子

供
の
頃
、
ク
シ
ャ
ミ
の
後
に
「

ク

ソ

ー

ク

ラ

エ

糞
を
食
ら
え
」
と
唱
え
る
御
老
体
は
確
か
に
居
ら
れ
た

と
記
憶
す
る
。
昭
和
の
戦
後
に
な
っ
て
も
、
こ
の
習
俗
は
残
っ
て
い
た
訳
で
あ
る
。
た

だ
、
「
小
便…

」
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
。 

 

【
追
記
】 

 

脱
稿
後
、
相
田
洋
『
中
国
中
世
の
民
衆
文
化 

呪
術
・
規
範
・
反
乱
』（
中

国
書
店
、
一
九
九
四
年
）

所
収
の
「
キ
ョ
ン
シ
ー
・
ノ
ー
ト
」
に
、
ク
シ
ャ
ミ

の
俗
信
に
つ
い
て
触
れ
た
一
節
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
（
三
五
～
三
六
頁
）
。

拙
稿
執
筆
時
に
は
気
付
か
ず
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
資
料
（
元
・
無
名
氏
『
居

家
必
用
事
類
』
、
元
・
康
退
之
『
梁
山
泊
黒
旋
風
負
荊
雑
劇
』
な
ど
）
に
つ
い
て
の
言

及
が
あ
る
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
『
居
家
必
用
事
類
』
所
引
の

『
百
怪
断
経
』
は
、
『
事
林
広
記
』
の
『
占
噴
嚔
経
』
と
同
文
で
あ
り
、
『
説

郛
』
と
は
異
な
る
。 

 

（
お
か
だ
・
み
つ
ひ
ろ
／
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
） 


